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○『共存・創造・意志」

子供の実態をとらえ直し，ど

育ちを願うのかを十分話し合う

です。そこで，《共存》《創造》

ンセフ。トに，スター|､させます

○単元開発のテーマは，学校や

地域のよさの再発見

低学年の子供力ざ「自ら問題を

つけ，繰り返し必要に応じてか

わりな力ざら，気付きを深めて」

くことカゴできる最適な学習材はくこと力ざできる最適な学習材は，やはり，身近な学校や地域の中にあります。

子供が活動する中で《共存》《創造》《意志》を発揮し，より充実させていけ

るような単元を新たに創り出そうとすることが大切です。

○学校中の子供相互の関係のよさを生かして『いっしょにあそぼうよ』へ

『いっしょにあそぼうよ』は，子供同士の関係のおだやかさを基盤に創っ

た単元です。2年生の子供であっても身近に感じられ，安心して働きかけて

いける全校の明るく温かな雰囲気が，活動のきっかけになり，追求を深める

意欲になり，子供たち力罫自ら活動を展開しています。

○追求過程での一人一人の育ちに目を向けて

活動中は，《共存》《創造》《意志》へ向かう子供一人一人の個性的なたどり

方を尊重します。子供の側の必然性を重視した活動の展開に心力ざけ，子供を
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あそびの国へようこそ

（2時間）

楽しかったねもっと楽しいあそびの国を作ろう

（5時間） 本時は3／5時間

さあ、広い場所であそぼう

（2時間） (2時間）

◆活動をふり返り、感じたことや

考えたことなど発表する

◆他学年の子供たちといっ

しょにあそびの国で遊ぶ

◆もっと楽しいあそびの国に

なるように準備をする

◆もっと楽しく遊ぶために、

道具を作り直したり、新し

◆多目的ホールに、これまで

使っていた遊び道具を持ち
【2学期の遊び】
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1年生に侵し

してあげたよ
まだまだ人が

来ても遊べる

よ。1年生も連

れて来よう

しかった！
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△はたいへん

だったけれど、

作ってよかった

まだ遊ぶ場所

が余ってい

る。違う遊び

もできるよ

○ちゃんがよく

がんばったと思

う

今度は、ドッジ7

－ルに誘いたい

回国 みんなに感謝の

手紙を出したい

自分や友達のよい取り組みや、他

学年が協力してくれたことなどを

喜び合い、自信や意欲が膨らんだ

り、自分から働きかけていくこと

の大切さを実感できるようにした

い。

．もっと楽しく遊びたいという思いの高まりが、あそびの

国作りを意識することにつながるのだとおさえ、遊びな

がら作ったり、作りながら遊んだりする姿を大事にする。

･子供の側の必然性にしたがって展開ができるように、遊

びに対する一人一人の思いの膨らみや変化をとらえたり、

取り組み方の違いを理解したりする。

･子供が満足できるまで「もつと」を追究できるように時

間や物の面でもできるだけ子供の要求に応えたい。

うまく遊べない子は、

教師がいっしょに遊ぶ

ことによって子供の中

に引き入れたい。

遊びの様子をVTRな

どで記録し､次時の活動

につなげたい。

遊びに浸っている子供のつぶやきに共

感し、これまでと同じ遊びでは満足で

きない思いや、もっと楽しくするため

の気付きが次の活動のきっかけになる

ようにする。

遊んでいる子と次の活動を始める子が

入り交じった状況が予想できるが、子

供の側の必然性を重視し、柔軟に展開

する。

遊びをふり返る機会を

作り、次にしたいこと

がはっきりするように

促す。

子供の活動や､その展

開を共感的に理解す

る。

3学期にしたい遊びを

話し合い、思いがつな

がるようにする。
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